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【課題の概要】 

本研究は、従来より遙かに速い速度での特異性のある凝固

現象に注目し、その学術的背景を探索した上で、得られる知

見を３次元プリント技術に生かして、これまでにない性能を

持った超微細粒材あるいは単結晶ライク材の部品開発に適用

しようとするものである。 

特異性のある凝固現象を見いだしている点、潜在的超微細

粒材あるいは単結晶ライクの部品開発に適用できる潜在力を

有している点、これらを３次元プリント技術に生かして新規

物質・部品開発に応用しようとする着眼点に強みがあり、斬

新な研究である。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

従来より遙かに速い速度での凝固現象の絶対安定性につい

て、仮想空間で検証することは学術的に大きな意義がある。

また、注目する現象を-Helix法と呼ばれる特徴のある手法を

介して工学的に応用する有効性も期待される。一連の知見を

適用して製造できる特異機能の部材サイズや３次元構造につ

いて明示できれば、３次元ひずみ解析システムの適用による

内部の力学情報解析法の開発とともに、応用工学的な面で更

なる波及性のある成果が期待できる。 

 


